
 

看護師国家試験における用語に関する有識者検討チーム 

開催要項 

 

１．趣旨 

経済連携協定による看護師候補者への対応に関連して、看護師国

家試験における用語を見直すべきではないかと指摘されているとこ

ろである。そのため有識者による検討チームを開催し、現場に混乱

を来さないことに留意して、一般的な用語の置き換え、および医学・

看護学専門用語についての対応策等について検討するものである。 

 

２．構成員 （別紙） 

 

３．検討課題 

 平易な日本語に置き換えても現場に混乱を来たさないと考え

られる用語への対応について 

 医学・看護専門用語への対応等について 

 

４．スケジュール 

  ６月より検討を開始し、８月上旬を目途にとりまとめ予定 

 

５．その他  

  会議は非公開とし、議事要旨は公開とする。 

本会議の庶務は、厚生労働省医政局看護課で行う。 
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